















































































i:Eめました。それが、 r Iftldj科学分野の数台研究の以IJfと大阪市 ドアップしていくと思いますよ、この研究は。そこまでは、私たち
のシンクタンク機能の先災J r専門性の尚い社会人のnJocJ r国 がステップアップさせていかなければならないでしょう。
際)Jの強化Jです。人[光合成というのは、まさに第ーに伺げた
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もしれないと感じています。 りがたいこ とです。 また、総合応川 (~f先に';~tい大阪府立大学とも全
[師的にタイアップしていきたいと考一えています。
木下教授/2030年が非常に重大な年であるという ζとは、さまざ


















属病院副院長、医学研究科長 ・医学郎長、米国 トー マスジェフ
ァーソン大学客員教慢を経て、 2010年から現職。


















プラン トメーカーやイi11会社、家氾メーカーなど、それぞれが、 機糾としての役'，lil)は、 非常に大きいとjぶっているんで、す。すでにさ
それぞれの立.tJ;)で参両してもらえると考えています。以も災用化 まざまな問い合わせをいただいており、ニーズがあることは分かつ
が早いのは何になるのか、まだ分かりません。それは研究の進捗 ているので、できる1lJi!り応えたいと!ぶって取り組んでいます。
状況や俗方面のぷ凡をもとに、どこに向かっていくのかを決めて
いくことになるでしょう。 木下教授/私たちが午きている|立川は、光合成でできています。行
副1Iなと、内代の光合成のpr:~物で、エネルギーをJlI1えなくなったら、いま
酉j塞学長/社会へ巡元するということを与えると、企業との共同 制代の光合成で'Jlliうしかない。エネルギー問題だけでなく、|立界を
研究、応川研究を党泌させて花を咲かせなければなりません。ま 潤!解するには光合成が大きな鍵になるでしょう。容からは復合先端
た一方で、芽を??てイとを咲かせるためには、しっかりした地徽と Wf究機構と人工光合成研究センターで協)Jし合いながら、光合成お
なる以礎的な研究の人材をliIi似しなければいけません。一見、こ よび人」一光合成の研究を発展させていきます。
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